
【タイトル】 電波オーロラ観測記録

【サブタイトル】 電波オーロラエコーの強度とドップラー速度記録

【観測期間】 １９６６年-現在

【観測風景（写真または図、gif, jpg 形式）】 (図タイトル)　電離層観測棟と電波オーロラ観測用アンテナ（上の左図）、１１２MHｚオーロラレーダアンテナ（上の右図）、５０MHｚオーロラレーダ装置（下の左図）、
電波オーロラエコー（下の中図）、１１２MHｚオーロラレーダ装置（下の右図）

【データ概要】 昭和基地におけるオーロラレーダ観測は、１９６６年以降、電離層の定常観測の観測項目の一つとして継続されてきた。昭和基地の最初のオーロラレーダ観測は、
112.2ＭＨｚのレーダによるＰＰＩ記録方式の観測で、オーロラのエコー反射が１６ｍｍフィルムに記録された（Hasegawa and Shiro, 1970）。第２番目のオーロラレーダ
は、４つの周波数；５０,６５,８０、１１２ＭＨｚで、電波オーロラの周波数依存性を研究するものであった。このレーダは、散乱波のドップラースペクトルを測定するように
改良され、１９７８年に観測が開始された(Igarashi et al., 1981)。1981年には、新しいオーロラドップラーレーダが開発された（Igarashi et al., 1982)。これ以降、散乱エ
コーの連続的なドップラースペクトル測定が、ビーム幅４度の同軸コリニアーアンテナで２つの固定ビーム方向に沿って、２つの周波数50ＭＨｚと１１２ＭＨｚで、実施さ
れた。1９９５年に、電波オーロラの全散乱領域の観測を行うため、新型の５０MHｚスキャンニングビーム方式のレーダが開発された（Igarashi et al., 1995）。2003年に
は、極域擾乱によりE領域に発生する不規則構造のより詳細な空間構造を観測できる112MHz のオーロラレーダが開発された（Ohtaka et al., 2003）。50MHzのオー
ロラレーダは、１１２MHｚオーラレーダより、より広範囲の観測ができる。これらのレーダ観測結果は、宇宙天気予報や極域の電離圏ダイナミックスの研究に寄与でき
る。

【データ名】 電波オーロラ観測記録（エコー強度、ドップラー速度）

【観測点】 昭和基地（69°00′S, 39°35′E）

【データ形態】 ディジタル記録、アナログ記録、チャート記録、フィルム記録

【データ期間】 １９６６年ー現在

【データ取得サンプリング】 連続記録、データ積分時間：約７秒、５０MHｚレーダのビーム方向ステップ：５度、１１２MHｚレーダのビーム方向ステップ：３度

【観測機器】 １１２.２MHｚオーロラレーダー装置, ４周波（50, 65, 80, 112MHz）オーロラレーダ装置, ５０MHz及び１１２MHｚオーロラドップラーレーダ装置, ５０MH掃引ビーム方式
オーロラレーダ装置、１１２MHｚオーロラレーダ装置

【データ公開】（URL, 提供方法など） http://wdc.nict.go.jp/IONO/

【データサンプル（画像はgif, jpg 形式）】 (図タイトル）　２次元のエコーパターンのプロット。角度は、地磁気座標の東方向から時計回りの角度方向。方位角９０度は、磁南方向（上の左図）。方位角１５０度方
向の距離時間強度プロット。カラーバーは、エコー電力のdB表示（上の右図）。　１１２MHｚオーロラレーダの２次元のエコー居度とドップラー速度のマップ（下の右
図）。方位角２５度の方向のエコー強度とドップラー速度の距離・時間プロット(下の右図)。

【データ管理者(問合せ先)】 電離圏世界資料センター、独立行政法人情報通信研究機構 (久保田 実 / Minoru Kubota)

【e-mail】

【関連機関】 国立極地研究所（National Institute of Polar Research）
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